
１　序文
近年，リンパ浮腫の早期発見や治療効果判定に，生体イ

ンピーダンス検査が有用であると報告されている1－4．これ

らの報告によれば，浮腫に起因するインピーダンス指数の

変化は四肢周径の増大より先に現れるとされている．つま

り，「インピーダンス指数を利用した体組成計に乗る」とい

う簡便な計測方法が，リンパ浮腫の早期発見に繋がる自己

評価法になり得ることを意味する．しかしながら，業務用

体組成計は高額であり，個人購入が可能な家庭用体組成計

にはインピーダンス指数を表示できる機種はないという

問題があった．そこで，我々は，体水分や筋肉量がインピ

ーダンス指数（身長２/インピーダンス値）を基に算出され

た数値であることに着目した．筋肉量であれば，四肢別に

表示できる機種が家庭用体組成計に存在する．以上のこと

から，業務用体組成計によるインピーダンス指数の変化を

家庭用体組成計による筋肉量の変化から捉えられるので

はないかと考えた．本研究の目的は家庭用体組成計を用い

たリンパ浮腫自己評価法の有用性を検証することである．

２　方法
2.1 対象

大阪府および兵庫県内の乳がん患者会や婦人科がん患

者会に所属し，本研究の参加に同意した女性がん患者を対

象とした．†連絡著者　Email : tomnishi@rehab.osakafu-u.ac.jp
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2.2 調査方法

患者会を通して研究への参加依頼を郵送にて行い，2011

年９月に調査を実施した．まず，すべての対象者に研究の

要旨を説明し，文書による同意を得た．その後，質問紙に

てリンパ浮腫の有無，業務用体組成計測に必要な基礎情報

（年齢，身長，ペースメーカー使用の有無），および，自宅

で四肢周径や体組成を計測する頻度を調査した．次に，業

務用体組成計（biospace社製 Inbody720）を用いて四肢別イ

ンピーダンス値と四肢別筋肉量を計測し，家庭用体組成計

（TANITA社製 InnerScanV BC-612）を用いて四肢別筋肉量

を計測した．最後に，四肢周径を計測した．なお，本研究

は当大学総合リハビリテーション学部倫理審査委員会の

承認（承認番号 2011-OT-07）を得て実施した．

2.3 分析方法

まず業務用体組成計で計測したインピーダンス値をイ

ンピーダンス指数（身長２/インピーダンス値）に変換した

後，がん種別ごとにリンパ浮腫を発症していない患者（以

下，リンパ浮腫なし群）と発症している患者（以下，リン

パ浮腫あり群）に分けて，以下３点の分析を行うこととし

た．（1）インピーダンス指数と業務用体組成計で計測した

四肢別筋肉量との相関分析，（2）業務用および家庭用体組

成計で計測した四肢別筋肉量との相関分析，（3）インピー

ダンス指数と家庭用体組成計で計測した四肢別筋肉量と

の相関分析（図１）．統計ソフトは Excel統計2008 for

windowsを用い，有意水準は 5％未満とした．

３　結果
3.1 質問紙調査の結果

参加者は女性29名（58.4±12.0歳），そのうち乳がん患者

は25名，婦人科がん患者は２名，両がんを有する患者は２

名であった．今回，両がんを有する２名の患者は，乳がん

および婦人科がんの両方に含めて分析を行った．その結

果，乳がん患者の内訳はリンパ浮腫なし群21名，リンパ浮

腫あり群６名であった．婦人科がん患者４名のうちリンパ

浮腫あり群は１名であった．ただし，上下肢ともにリンパ

浮腫の診断を受けた対象者はおらず，両がんを有する２名

はリンパ浮腫を呈していなかった．また，最近半年以内に

自宅で四肢周径計測を実施したことがある患者は29名中

４名であったのに対して，体組成の計測は29名中26名が月

１回以上実施していた．

3.2 インピーダンス指数と筋肉量との関係

3.2.1 乳がん患者の場合

乳がん患者における上肢インピーダンス指数と業務用

および家庭用体組成計で計測した上肢筋肉量の平均値と

標準偏差値を算出し，表１に示した．ここでは，乳がん患

者のうち両側に病巣を有した患者は両側とも患側として

取り扱った．このためリンパ浮腫なし群21名の42手を健側

19手と患側23手に，リンパ浮腫あり群６名の12手を健側４

手と患側８手に分類した．

リンパ浮腫なし群の上肢インピーダンス指数と業務用

体組成計における上肢筋肉量との間には，健側手は r=0.88，

患側手は r=0.85と両側ともに高い相関を認めた（図２）．次

に，業務用及び家庭用体組成計で計測した上肢筋肉量に

は，健側手は r=0.89，患側手は r=0.92と両側ともに高い相

関を認めた（図３）．加えて，上肢インピーダンス指数と家

庭用体組成計における上肢筋肉量との間には，両側とも

r=0.84と高い相関を認めた（図４）．リンパ浮腫あり群は対

象者が６名と少数であったため相関分析は実施できなか

った．リンパ浮腫なし群21名の上肢インピーダンス指数お

よび上肢筋肉量との平均値を見比べてみても異なる傾向

は見当たらなかった．
図１ 分析の流れ

表１ 乳がん患者における上肢インピーダンス指数，業務用および家庭用体組成計による上肢筋肉量
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図３ 乳がんリンパ浮腫なし群における上肢筋肉量（業務
用体組成計）と上肢筋肉量（家庭用体組成計）との
関係

図４ 乳がんリンパ浮腫なし群における上肢インピーダ
ンス指数と上肢筋肉量（家庭用体組成計）との関係

図２ 乳がんリンパ浮腫なし群における上肢インピーダ
ンス指数と上肢筋肉量（業務用体組成計）との関係

表２ 婦人科がん患者における下肢インピーダンス指数，業務用および家庭用体組成計による下肢筋肉量

図５ 乳がんリンパ浮腫なし群における下肢インピーダ
ンス指数と下肢筋肉量（業務用体組成計）との関係

図６ 乳がんリンパ浮腫なし群における下肢筋肉量（業務
用体組成計）と下肢筋肉量（家庭用体組成計）との
関係

図７ 乳がんリンパ浮腫なし群における下肢インピーダ
ンス指数と下肢筋肉量（家庭用体組成計）との関係



16

また，リンパ浮腫なし群21名の下肢インピーダンス指数

（右下肢 105.46±13.79 cm2/Ω，左下肢 106.34±12.93 cm2/Ω）

と業務用体組成計で計測した下肢筋肉量（右下肢

5.81±0.92 kg，左下肢 5.82±0.89 kg），および，家庭用体組

成計で計測した下肢筋肉量（右下肢 6.70±0.60 kg，左下肢

6.70±0.60 kg）との相関分析を行った．その結果，（1）イン

ピーダンス指数と業務用体組成計における下肢筋肉量と

の相関は両下肢ともに r=0.85（図５），（2）業務用および家

庭用体組成計で計測した下肢筋肉量との相関は右下肢

r=0.89，左下肢 r=0.84（図６），（3）インピーダンス指数と

家庭用体組成計で計測した下肢筋肉量との相関は両下肢

ともに r=0.98（図７），と各々高い相関を認めた．

3.2.2 婦人科がん患者の場合

婦人科がん患者４名の下肢インピーダンス指数と業務

用および家庭用体組成計で計測した下肢筋肉量の平均値

と標準偏差値を算出し，表２に示した．対象者が４名であ

ったため相関分析は実施できなかった．ただし，リンパ浮

腫あり群１名は重度のリンパ浮腫を呈しており（大腿周

径：右 52.5 cm・左 35.3 cm，左右差が 17.2 cm），リンパ浮腫

なし群３名と比べて，右側（患側）における下肢インピーダ

ンス指数と下肢筋肉量は明らかに高い数値を示していた．

４　考察
乳がん患者リンパ浮腫なし群21名を対象に，四肢別イン

ピーダンス指数と業務用および家庭用体組成計で計測し

た四肢別筋肉量との間には各々高い相関を認めた．これら

の結果は，近年リンパ浮腫の評価指標として注目されてい

るインピーダンス値の変化を，家庭用体組成計の四肢別筋

肉量の変化から推測できることを示唆するものと考える．

また，質問紙調査の結果から体組成計測は多くの患者にと

って習慣化された行為であることが考えられる．リンパ浮

腫はがん術後30年を経て発症した例も報告されており5－8，

早期発見を可能にする簡便で習慣化の容易な自己管理法

を検討することは必要である．

今後は，症例数を増やし，定期的に計測を行うことで，家

庭用体組成計を用いた四肢別筋肉量の定期計測がリンパ

浮腫の早期発見に繋がるか検証を進めていく．加えて，重

度リンパ浮腫を呈する患者の患側下肢におけるインピー

ダンス指数や筋肉量が他患と比べて明らかに高い数値を

示した．この結果から，現在，健常者を対象に体組成計測

を行い，インピーダンス標準値を明らかにすることを目的

に分析を進めている．

５　結論
今回，家庭用体組成計を用いたリンパ浮腫自己管理法の

有用性を検証するため，インピーダンス指数と業務用およ

び家庭用体組成計で計測した四肢別筋肉量との関係を検

証した．その結果，乳がん患者リンパ浮腫なし群21名にお

いて上下肢ともにインピーダンス指数と業務用および家

庭用体組成計で計測した筋肉量との間に各々高い相関が

認められた．これらの結果から，近年リンパ浮腫の評価指

標として注目されているインピーダンス値の変化を，家庭

用体組成計の四肢別筋肉量の変化から推測し得ることが

示唆された．
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